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1　は　　し　　が　き

肥育経営の多東化に伴い窯毛和種去勢牛の肥育は，群飼

で濃厚飼料を全期間にわたり不断給餌する方式によって良

い増体成績が得られるので県内に普及してきたが，粗飼料

は生理機能を維持するに必要な最小限の給与にとどまって

いる。しかも現在では仕上げ目標体重が大型化の傾向にあ

って，肥育期間の延長により肥育末期の飼料効率の低下や

食い止まり，厚脂などの問題が生じ，加えて飼料価格の高

騰は経済性を不安定なものとしていろ。

これらの問題点に対処するために，肥育前期に低カロリー

飼料を給与して増体速度を抑制することにポイントをおき，

肥育後期は高カロリー水準に戻して肥育障害の防止，飼料効

率，肉質等について検討した。

2　試　験　方　法

供試牛は黒毛和種で父牛奥平の3（黒高773）の半兄弟の

去勢牛（当場産）7頭を用い表1のとおり区分した。

試験期間は予備飼育3週後，昭和56年3月10日から昭和57

年7月27日までの72週（504日間）で，うち前期低カロリー給

与期間を前回の「和牛の低カロリー飼料給与による肥育試験」

義2　増体，飼料摂取，飼料要求率（平均）
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の成果l）を踏まえ40週間に設定した。飼養方法は産肉能力

検定間接法にもとづき，牛房（パドック付き）にそれぞれ群飼

し，飼料の給与はカランドア一方式の個別給餌器を用い，ウォ

ーターカップにより自由飲水とした。肥育終了時のと殺解体

並びに肉質調査は産肉能力間接検定の方法に準じて行った。

表1　試験区分と給与飼料

区
分

頭
数 前　　 期（40週間） 後　　 期（32週間）

Å
区 3

雪禦 謂 喜1自由摂種 間接検定服 喜）自由鰍
乾
サ イレ ー ジ （制限）

区 4 讐嘉男豊 慧 是翫瀞 間接検定用配合（10％切
稲わら混入）と長稲わら
自由摂取

注・肉牛特10号配合＝DCPll．1％．TDN59．0％．脱脂米ぬか

，子でさ；‥
カル60　食塩30　硫安10）

間接検定用配合ニDCPlO，1％．TDN72．3％

大麦ぬか20％．ふすま20％．
麦20％．プレミックス3％．（炭

3　賦験結果と考察

（1）増体重（表2）

前期40週間の増体重はA区357．6枚　B区349．2晦で，1

日当り増体重（DG）はA区0．7吻　B区0．69晦で目標値の

0．7吻にはは一致した。後勒32週間の増体ペースはほほ一

　　　 週

区 分

開　 始　 時　 ～　 4 0　 週 ～　　 7 2　　 週 全 期

通 算0 ・、ノ8　 ・、ノ16　 ′－ 2 4　 ～ 3 2　　 ′〉4 0 通 算 ′〉 4 8　 ～ 5 6　 ・〉 64　 ′〉 7 2 通 算

増　 期 末 体　 A 区 29 2 ，7　 3 34 ．1　 3 7 9 ．5　 4 2 1 ．5　 4 5 3 ．0 0
－

4 86 ．6　 5 3 2．0　 5 6 9 ．0　 6 13 ．3
－

体 重 （嘲 B 区

重 昆 品 ‡ 筐

2 9 9 ．3　 34 3 ．0　 3 9 0 ．0　 4 29 ．2　 4 5 6 ．0
－－ 4 8 8 0　 53 1．5　 5 6 8 0　 6 10 ．5 －

0 ．6 6　　 0 ．7 4　　 0 ．8 1　 0 ．7 5　　 0，5 6 0 ．70 0 ，6 0　　 0 ．8 1　 0 ．6 6　　 0 ．7 9 0 ．7 2 0．7 1

0 ．6 8　　 0 ．78　 0 ．8 4　　 0 ．70　 0 ．4 9 0 ．6 9 0 ．5 7　　 0 ．7 8　　 0 ．6 5　　 0 ．76 0 ．6 9 0 ．6 9

惑 摂 濃　 厚 A 区 2 2 9 ．7　 3 30 ．8　 3 73 ．5　 3 6 5 ．2　 3 32 ．7 1．6 3 1 ．9 3 7 8 4　 4 18 2　 4 2 5．3　 4 4 9 ．2 1－6 7 1＿1 3 ，30 3 ．0

訴 飼　 料 8 区 3 1 4，0　 4 09 ．0　 4 4 8 6　 3 72 ．5　 3 26 ．5 1，8 70 ．6 3 ＄1 ．2　 4 3 3．7　 4 7 9 ．9　 4 55 ．5 1 ，7 50 ．3 3 ．6 2 0 ．9

同 1 日 1 A 区 4 ．1 0　　 5 ．9 1　 6 ．6 7　　 も．5 2　　 5 ．9 4 5 ．8 3 6 ．7 6　　 7 ．4 7　　 7 ．6 0　　 8 0 2 7 ．4 6 6 ．5 5

料 量 頭 当 り B 区 5 ．6 0　 7．3 0　 8 0 1　 6 ．6 5　 5 ．8 3 6 ．6 8 6 ．8 1　 7．7 4　　 8 5 7　　 8 ＿1 3 7 ．8 1 7．18

粗 摂 サ イレー ジ
A 区

6 9 ．4 3 1 1 8 6 0 1 1 3 ．4 7 15 5 ．4 0 1 30 ．4 7 5 8 7 ．4 4 2 ．5　 1 1 1．0　　 3 5 ．6　　 － 1 89 ．1 7 7 6 ．5

飼 取 乾　 草 1 10 ．0 3　 4 0 ．76　 3 1 ．0 3　 7 4 ．0 7 1 4＄ 6 7 40 5 ．6 8 8 3　 （汀 ．2　　 9 4 ．6　 10 8 0 35 8 1 76 3 ．7

料 量 稲 わ ら も 区 4 0 ．5　　 5 6 ．0　 ‘8 0　 1 2 0 ．1 12 8 0 4 1 2 ．6 7 3 ．6　　 75 ．8　　 7 0 ．7　　 6 5 ．8 2 8 5 ．9 6 9 8 ．5

粗　 飼　 料 A 区 3 6 ．9　 19 ．7　 1 5 ．7　　 25 ．＄　　 3 6 ．7 2 7 ．0 2 1．3　　 2 0 ．1　 2 0 ．1　 19 ．4 2 0 ．2 2 4 ．0

摂　 取　 率 B 区 1 1 ．4　 12 ．0　 1 3 ．2　　 24 ．4　　 28 2 1＄ 1 16 ．8　 1 5 ．5　 1 3 ．4　 13 ．1 1 4 ．6 16 ，2

飼
濃　 厚 A 区 6 ．2 1　 7 ．9 9　　 8 2 3　　 8 7 0　 10 ．5 6 8 2 7 1 1．30　　 9 ．2 0　 1 1 ．5 0　 10 ．1 4 10 ．4 2 9 ．2 4

料
飼　 料 B 区 8 26　 9 ．3 6　　 9 ．5 4　 9 ．5 0　 1 2 ，18 9 ．6 1 1 1．9 1 10 ．0 1 1 3 ．2 1 1 0 ．7 0 11 ．3 3 10 ．3 7

要 D C P
A 区 0 ．8 7　　 0 ．9 9　 1 ．0 0　 1 ．13　 1．4 8 1，0 8 1．25　 1．0 4　 1．2 7　 1 ＿1 1 1．1 6 1 ．1 1

B 区 0 ．9 3　 1 ．0 5　 1 ▼0 7　 1．17　 1 ．76 1．1 5 1．2 3　 1 ．0 3　 1 ．3 5　 1 ．10 1 ．16 1 ．16

求

T D N
A 区 5 ．3 9　　 5 ．6 7　　 5 ．6 1　 6 ．5 9　　 9 ．1 5 6 ．3 5 9 ．6 2　 7 ．7 9　　 9 ．7 0　　 8 1 8 8 8 1 7 ．4 6

率 B 区 5 ．2 8　 も．0 1　 6 ．1 8　　 6 ．77　　 9 ．0 0 6 ．4 7 9 ．49　　 7 ．8 7　 10 ．2 4　　 8 3 4 8 8 9 7 ．5 4
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定に推移し全期間の1日当り増体重はA区0．71吻8区0．69

毎となり，Å区の方がやや上回る成績を示した。

（2）飼料摂取量と要求率（表2）

濃厚飼料摂取量は16週以降漸増し1日1頭当りでは56～

72週間の間で最も多い。また，平均体重比でみると＄～24

週間の間で最も多く2．2～2．3％摂取した。以降は漸減し，

前軋　後鵜ともに8区の方が多かった。

粗飼料摂取率は前親A区27．0％に対しも区川．1％で後期

A区20．2％に対しB区14．6％となりいずれもÅ区の方が多

かった。

TDN要求率は前期Å区6．35，B区6・47で後期Å区8・81，

8区8、89となり，前期が後期に比し優り，A区がB区に比

し優った。

（3）発育状況

主要部位の発育状況は試験開始時において，体高及び体

重がB区の方がやや優っていたが終了時には主要部位の発

育指数及び肥育度ともにÅ区の方が優る結果になった。

（4）健康状態

前期32適時頃より時々陰毛に結石付着が見られたが尿石

症の発生はなく健康状態はおおむね良好であった。

と穀の内臓所見では両区といこ第一胃の絨毛欠損並びに

第四胃の潰瘍及び充出血等が認められA区の一部には膀胱

炎及び軽度の膀胱内結石が認められた。

（5）と殺解体成績及び枝肉審査結果

試験終ア後は絶食（40時間）してと殺解体したが．終了

時体重とと殺前体重の差はA区か．6毎（4．5％滅パこ対して

B区33．2吻（5．4％減）でA区の減少率が少なかった。

枝肉歩留りはA区65．4％，も区65．9％で両区とも良好で

あった。均称，肉付き，脂肪付着は両区ともおおむね良好で

あったがB区の一部に肉付きのやや薄いものがみられた。

肉の亀沢，肉のきめ，しまりはA区は良好であったが，

B区は個体間にばらつきがみられ一部に肉色の淡いもの及

び肉のしまりに難のあるものが認められた。

脂肪交雑は両区ともやや少なく，Å区2・2，8区2・Sで

あった。ロース芯面軌は両区とも大きくA区52．7d．B区

52．Sdと良好であった。

（6）収益性については良質粗飼料給与区（A区）の方が

稲わら給与区（B区）に比し肉牛売上高が1頭当り33．510円

（4．4％）上廻り更に濃厚飼料が317．9毎（8．8％）節約され

たことにより1頭当りの利潤は約2倍の53，000円に増加す

る結果が試算きれた。

（7）以上の結果から濃厚飼料節減のため粗飼料の併用が

経営上有利と患われるが特に稲わらの単味給与は期別の増

体重にばらつき等の債向がみられるので牧乾草やサイレー

ジ等との併用を行うとともに前期増体重の抑制期における

1日当り増休重の日操値を0，75極～0．70柳こおくことが望

ましい。

また素年の個体により産肉能力が異なるため肥育牛の出

荷時期等について適宜判定する必要がある。

4　要　　　　　　約

和牛に対して前期40週間にぬか猿を多用した低カロリー

飼料を給与した肥育法について検討したところ次のとおり

であった。

（1）1日当り増体重は前期40週間について両区とも目標

値の0．7毎にはほ一致した。

後期32週間の増体ペースははば一定に推移し全期間では

大型仕上げの目標値（620吻）にはば近い結果を得た。

（2）濃厚飼料摂取量は16過以降漸増し1日1頭当りの較

収量は56～72過の間で最も多く，平均体重比はA区1．7％，

B区1．9％とÅ区の方が少なかった。

（3）粗飼料摂取量はA区が比較的多く摂取したのに対し

B区の稲わらの摂取量は24～40週間を除き少なかった。

（4）濃厚飼料の要求率は後期に両区ともに高くなり，特

に8区の方が高かった。

（5）枝肉成凱ま均称，肉付き，脂肪の色沢と質及びロー

ス芯面積等については両区ともおおむね良好であったがB

区の一部に肉色の淡いもの及び肉のしまりにやや難のある

ものが認められた。

引　　用　　文　　献

1）阿部文也・工藤員司・大築光吉．和牛の低カロリー飼

料給与による肥育試験．東北農業研究　29．137－138

（1981）．




